
マレーシアとの
交流記録

マレーシア
訪問団

マレーシアへの派遣団、三芳への訪
問団の様子を写真でご紹介します。

今まで実施してきた三芳町からの中学生マレーシア訪問に加え、今年度は新たに
マレーシアから訪問団の受け入れも行いました。お互い交流を深め、それぞれの
国の良さを感じられたことでしょう。

中学生
海外派遣団

中学生海外派遣団について

海外派遣を希望する生徒は、まず自己アピール文
を学校へ提出。その後、作文 ･面接による選考を
経て決定されます。派遣生徒決定後は、結団式・
保護者説明会を行い、事前学習でマレーシアのこ
とをしっかりと学びます。出発式を経て、マレー
シアへ。帰国後は事後学習を行い、帰国報告会を
実施。各学校でも国際交流について理解を深めて
もらうために朝会等で体験を伝えます。

中
学
生
海
外
派
遣 

・
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レ
ー
シ
ア
訪
問
団
受
け
入
れ

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
に

子どもたちの大きな生きる力に

海
外
で
貴
重
な
体
験
を

　

町
で
は
、
異
国
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
る

こ
と
で
、
新
し
い
自
分
の
発
見
と
、
国
際
社

会
の
中
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
中
学
生
海
外
派
遣
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
町
内
の
中
学
生
15
人
が
参

加
し
、
８
月
２
日
㈯
か
ら
８
月
８
日
㈮
ま
で

の
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
渡
り
、
交
流
事
業
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
は
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
17

人
の
訪
問
団
の
受
け
入
れ
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
育
だ
よ
り
で
は
中
学
生
海
外
派

遣
と
マ
レ
ー
シ
ア
親
善
訪
問
団
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

国
境
を
越
え
た
出
会
い

　

三
芳
町
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
た

15
人
の
中
学
生
は
、
現
地
で
歓
迎
会
・
授
業

参
観
・
調
理
実
習
・
日
本
の
文
化
紹
介
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
人
々
と
の
絆
を
深
め
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
海
外
で
の
様
々
な
感
動
体
験
や
学
習

を
通
じ
、「
国
境
や
民
族
・
宗
教
を
越
え
て
、

偶
然
出
会
っ
た
人
に
敬
意
を
払
い
、
礼
を
尽

く
す
こ
と
」
の
大
切
さ
を
学
び
、
大
き
く
成

長
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
親
善
訪
問
団

　
三
芳
町
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
派
遣
は
今

年
度
で
３
年
目
で
す
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら

の
生
徒
の
受
け
入
れ
は
今
回
が
初
め
て
。
三

芳
町
の
派
遣
団
受
け
入
れ
な
ど
の
交
流
を
通

し
、「
三
芳
町
に
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
声
が
あ
り
、
今
回
の
訪
問
が
実
現
し
ま

し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
生
徒
た
ち
は
生
ま
れ

て
初
め
て
の
い
も
掘
り
や
、
美
味
し
い
日
本

の
食
事
を
楽
し
み
、
日
本
の
こ
と
が
も
っ
と

好
き
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

続
く
国
際
交
流

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
多
感
な
時
期
に
、

異
国
の
文
化
に
ふ
れ
た
こ
と
は
、
貴
重
な
体

験
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
も
町
で

は
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の

た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
国
際
交
流
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

内
線
５
２
２

バティック (ろうけつ染め )体験

学校での授業体験

ペトロナスタワーをバックに集合写真

歓迎会での日本
の紹介を兼ねた

出し物

ホストファミリーとの涙の別れ調理実習

カミング
パーティ

ー
三芳東中学校訪問 いも掘り体験

今回の海外派遣で最も感動したことは、現地の中学校の教職員、生徒の皆さ

ん、ホームステイの保護者が、とても友好的に私たちを受け入れてくれたこ

とです。そのおかげで私たち派遣団は、すぐに緊張と不安が吹き飛び、マレー

シアの皆さんと親善・友好を深めることができました。最終日、ホストファ

ミリーの皆さんと涙を流して別れを惜しみ、再会を誓い合う生徒の姿を見て、

一人ひとりにとって今回の経験は、これからの人生で大きな生きる力となり、

未来の三芳町を、そして日本を支えていく力となると確信しました。

派遣団長
藤久保中学校校長
藤本　直己

教
育
だ
よ
り


